
令和5年9月定例会 一般質問資料
三度のメシより佐渡が好き！！！ 政風会 代表  室岡啓史

【二次元コード（ごま塩のような正方形）の読み取り方】
①スマートフォン・タブレットのカメラか二次元コード読み取り機能を立ち上げる。
②表示されたアドレス（http://・・・・・ ・・・ ・）等の文字列を触ってみる。

◎佐渡ヶ島（ＳＤＧｓ）集落ツーリズム構想の実現に向けて
【しごとづくり】【ひとづくり】【まちづくり】の計画に関する確認と提案

(1) 一般社団法人佐渡観光交流機構と一般財団法人佐渡文化財団について
① 両法人の不祥事についての改善策を何と考えるか
② 両法人の専務理事、常務理事の着任状況はどうなっているか
③ 両法人を統合し佐渡観光文化交流機構(仮称)にして再始動するべきでは

(2) さどの島銀河芸術祭2024について
① 新潟県と連携しながら、文化庁の補助金を有効活用するべきでは
② 能舞台及びジオサイトをアートスポットにしたアートツーリズムの推進
③ 大地の芸術祭や瀬戸内国際芸術祭などに追随する努力が必要では

(3) 防災減災対策について
① 気候変動に伴う豪雨、風雪害、地震などの災害への備えは十分なのか
② 今冬の停電を教訓にしたアウトドア防災の啓発活動を推進するべきでは
③ 宝くじコミュニティ助成事業等を活用した自主防災組織等との連携に

 よる必要器具の購入促進をするべきではないか

令和5年9月14日（木）
午前10時～＠佐渡市議会

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202309

※【出典】の記載なき画像は全て自身で撮影した写真です。

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_202309
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▼一般社団法人佐渡観光交流機構について

◆佐渡市監査委員 令和4年度財政援助団体等監査結果

（佐渡観光交流機構負担金）令和5年3月28日

⇒算定根拠資料なしの負担金要求、不適正な交付事務

【出典】佐渡観光交流機構調査チーム報告書

【出典】令和4年度：財政援助団体等監査結果（佐渡観光交流機構負担金）
https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/4002/48392.html

https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/4002/48392.html


3

2023年9月定例会 一般質問資料 三度のメシより佐渡が好き！！！ ©室岡ひろしと佐渡の明るい未来をつくる会

▼一般財団法人佐渡文化財団について

◆一般財団法人佐渡文化財団に関する監査結果

令和2年4月3日⇒負担金・補助金の不適正な事務執行

【出典】令和2年度：市長の要求に基づく監査結果（一般財団法人 佐渡文化財団
設立準備委員会負担金、一般財団法人 佐渡文化財団運営費補助金 ）
https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/4002/1755.html

【出典】令和3年9月21日総務文教常任委員会
佐渡文化財団に関する所管事務調査報告書

https://www.city.sado.niigata.jp/uploaded/attachment/26469.pdf

https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/4002/1755.html
https://www.city.sado.niigata.jp/uploaded/attachment/26469.pdf


▼佐渡観光文化交流機構(仮称)として再始動を 4

▼古建築を修繕するハード整備の可能性について

佐渡に数多く現存する寺社仏閣、神社に併設される35の能舞

台、重要文化財である茅葺などの古民家の整備といったハード

面について、佐渡文化財団の活躍が期待される。

また、DMOの視点からも有効な観光資源ともなりえる。

▼寺社仏閣や古民家の状況について

佐渡は日本の中でも、トップクラスに人口あたりの寺社仏閣が

多いと言われている。

佐渡島内に、およそ480の寺社仏閣があると言われている。

⇒人口50,000人：およそ104人に一つの計算である。

また、民家について農山漁村の多様性を保つ立派な古民家が

数多く残されている。古民家に限らず利活用可能な住居は

約3,000棟あると言われている。笹川集落の金子勘三郎家は

修繕が進行中（左下）。二宮神社の本殿、能舞台は火災で焼失

してしまったが、再建が期待される（右下）。

▲茅葺の寿命は短く高価。⇒現代のふき替えシステム必要。
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▼将来的に公益法人化をして寄附を促進すべし！

例えば、古建築を修繕するハード整備には相当な

資金が必要になるケースが多い。そのため、公益

法人化を目指し、所得税の寄付控除が受けられる

体制づくりをすべきであると考える。

▼概要（「公益社団法人および公益財団法人」）

支払った年分の所得控除として寄附金控除の適用

を受けるか、算式で計算した金額（その年分の所

得税額の25パーセント相当額を限度）について

税額控除の適用を受けるかを選択することが可能。

【出典】国税庁  公益社団法人等に寄附をしたとき
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1266.htm

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/1266.htm
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▼新潟県と連携した文化庁の補助金活用を①

【出典】予算一覧 ⇒ 令和６年度 文化庁概算要求の概要 https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/index.html

2020年文化観光推進法施行に伴い、文化観光が熱くなる！

コロナ後こそ、文化⇒観光⇒経済の好循環を起こすべし！

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/index.html
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▼新潟県と連携した文化庁の補助金活用を②

【出典】令和６年度 文化庁概算要求の概要 https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/pdf/93934601_01.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/pdf/93934601_01.pdf
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▼新潟県と連携した文化庁の補助金活用を③

【出典】令和６年度 文化庁概算要求の概要 https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/pdf/93934601_01.pdf

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/yosan/pdf/93934601_01.pdf


▼さどの島銀河芸術祭2024の拡大解釈を 8

芸術 自然自然的
芸術

芸術的
自然

３５＋１の能舞台活用
＆芸能など元々ある芸術

全島５９のジオサイト
奇岩や断層や自然風景

構成資産(相川鶴子/西三川)
道遊の割戸、笹川集落etc

環境共生型農業
水田/棚田とトキ

⇒世界文化遺産へ！

手工業による金生産

⇒世界農業遺産

認定１０周年！

⇒佐渡ジオパーク⇒さどの島銀河芸術祭

◆芸術（アート）と自然（ネイチャー）は対義語である。⇒ 佐渡全島に１００を超えるアートスポットを！

⇒アート（新たに用意する数十カ所）のみならず、今ある佐渡の資産を有効に活用する！ ∴拡大解釈する！
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世界でココでしか味わえない佐渡の芸術祭＝「さどげー」を！



▼香川県直島町の視察(瀬戸内国際芸術祭) 9

▲宮浦港、海の駅なおしまフェリー

ターミナル（設計：SANAA）

▲直島フェリーあさひの広い船内は

統一したデザイン（定員500名）

▲宮浦港及びベネッセミュージアム

至近カボチャアート（草間彌生氏）

▲瀬戸内海の島々が見える地中美術

館入口（設計：安藤忠雄氏）

▲空き家を再生した、ＡＮＤＯ

ミュージアム（設計：安藤忠雄氏）

▲環境へ配慮した、直島町役場隣の

直島ホール（設計：三分一博氏）
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▼瀬戸内国際芸術祭(家プロジェクト×５件) 10

▲家プロジェクト②：築200年の家屋

を改修した宮島達男氏のアート

▲家プロジェクト①：護王神社を再建

した杉本博司氏のガラスの階段

▲家プロジェクト③：四畳半にある

須田悦弘氏の椿の彫刻アート

▲家プロジェクト⑤：製塩業の空き家

を改修した千住博氏による襖絵の滝

▲家プロジェクト④：元歯科医院を

丸ごと改装した大竹伸朗氏のアート

▲現在も入浴可能な銭湯をリノベー

ションしたアートスポット
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◆直島と佐渡相川・小木地域との同縮尺地図での比較について 【出典】Googleマップ

▼直島 ▼佐渡小木地域

▼佐渡相川地域

起点

↑きらりうむ佐渡

小木港から宿根木までは直線で約4kmの距離で

あるが、電動アシスト付き自転車がおすすめ

きらりうむ佐渡から京町通りまでは

電動アシスト付き自転車がおすすめ

▼直島と佐渡(相川・小木)との同縮尺比較

直島一周が約14km。主に直島の南半分がアートスポットになって

おり、宮浦港から自転車で半周約1時間。起伏が激しい所もあり、

電動アシスト付き自転車でないと移動困難な地域もある。
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▼瀬戸内国際芸術祭(せとげー)の所感と収支 12

▼空き家利活用の事例はどういうものがあるのか
瀬戸内国際芸術祭では、「家プロジェクト」をはじ

め、持ち主から許可を得てアーティストに委ね、空き
家を作品にしている。大地の芸術祭では、通年で宿泊
できる施設にしたり、陶芸家が集まって作品とした
「うぶすなの家」は、地元の人たちが食事を提供する
レストランとして、常時お客さんを受け入れている。

∴まとめ
2003年からアートツーリズムの取り組みが始まり、

20年が経過していることもあり、国内外での認知度は
向上している。インバウンド観光客や情報感度の高そ
うな若い女性のグループも多い印象であった。ＳＮＳ
での情報発信による好循環が生まれている印象を受け
た。そもそも、直島は手ごろな大きさで、レンタサイ
クルで気軽に周ることができる。飲食店も多く、島民
も協力している雰囲気が伝わってきた。

佐渡市においても、さどの島銀河芸術祭を継続する
に当たり、まず100を超えるアートスポットの用意と、
相川地域・小木地域のようにエリアを分けての運営が
最良と感じた。また、ボランティアスタッフのチーム
化や企業・団体による現金、現物の協賛など、産学官
民連携が必要であると再認識した。すなわち、
①行政が広報プロモーションや地域との調整役
②民間組織がアート作品のプロデュース・維持管理
③美術系大学から芸術家の卵として参画してもらう
④市民からは自分自身が芸術家として、また芸術家を

支えるボランティアサポーターとしての参画
といった役割分担が肝要という気づきを得た。

【出典】瀬戸内国際芸術祭
2022総括報告書

https://setouchi-

artfest.jp/seto_system/fileclass/img.php?fid=press_release_mst.20230

20817473353026fa8191cb15baa4fc5040cf0bea1

チケット売上2億円／客単価5,000円として⇒約40,000人が購入

大祭の2022年(105日間)は、10億円予算で約72万人の来場！
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https://setouchi-artfest.jp/seto_system/fileclass/img.php?fid=press_release_mst.2023020817473353026fa8191cb15baa4fc5040cf0bea1
https://setouchi-artfest.jp/seto_system/fileclass/img.php?fid=press_release_mst.2023020817473353026fa8191cb15baa4fc5040cf0bea1
https://setouchi-artfest.jp/seto_system/fileclass/img.php?fid=press_release_mst.2023020817473353026fa8191cb15baa4fc5040cf0bea1


▼停電を教訓にしたアウトドア×防災① 13
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◆アウトドアエキスポ２０２３＠万代島大かま

新潟県をアウトドアの聖地にしよう！という思いを持

つ方々の汗で昨年に続き２回目の開催。日本海側最大

級の外遊びの博覧会ということで、来場者は２日間で

５，０００人以上。ものづくりで有名な燕や三条を中

心に全国から１００社を超えるアウトドアメーカー等

が集結し、日本一のアウトドアブランドの集積地とし

て全国に発信するイベントとなった！

◆新潟県が推進するにいがた「アウトドア×防災」

⇒佐渡においても「アウトドア×防災」を推進すべき

新潟県内にキャンプフィールドは１２０か所以上、佐

渡島内には約１５ある。キャンプ場を活用して島内外

の人達がアウトドアを経験することで、有事の際の対

応力を身に付けることができる。また、他地域で発生

した大地震などにはキャンプ場そのものを一時的な避

難所とすることも可能となる。観光振興策、防災減災

対策として有効なプロジェクトであると考える。

▼新潟・燕三条アウトドアエキスポ２０２３

https://www.west-shop.co.jp/expo2023/

▼大田区：防災講習会「アウトドアから学ぶ防災術」

https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/chiiki/bou

sai/topics/bousai_kousyuukai.html

https://www.west-shop.co.jp/expo2023/
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/chiiki/bousai/topics/bousai_kousyuukai.html
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/chiiki/bousai/topics/bousai_kousyuukai.html


▼停電を教訓にしたアウトドア×防災② 14
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▼にいがた「アウトドア×防災」 プロジェクト

https://niigatabousai.jp/ ⇒新潟県と連携するべし！

▼パックで炊くごはん体験、防災ミニキャンプ＠金井小

https://niigatabousai.jp/report/report-3255/

扇状地の扇端から
伏流水が湧き出ている！

【出典】一般財団法人新潟県環境衛生研究所『佐渡の湧き水』
http://www.kanken-net.or.jp/sys/news/dtl/20/

真野の事務所で
購入可能です！
1,800円(税込)

https://niigatabousai.jp/
https://niigatabousai.jp/report/report-3255/
http://www.kanken-net.or.jp/sys/news/dtl/20/


▼自主防災組織による必要器具の購入促進 15
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▼佐渡市 自主防災組織育成補助金制度

https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/2003/30148.html

⇒１／２補助で活用は進んでいるのか！？

⇒市内の自主防災組織（３２４組織）と連携するべし！

▼柏崎市 自主防災組織が「宝くじ助成事業」で防災

資機材を整備しました

https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/soshikiichiran/kikikanribu/bosai_genshiryokuka/2/11/6146.html

⇒佐渡でも採択が数年に１回程あるので、さらなる採択

を目指して積極的に申請し続けるべし！

※地域防災組織育成助成事業

は３０万円～最大２００万円

（１０万円単位）まで助成

https://www.city.sado.niigata.jp/soshiki/2003/30148.html
https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/soshikiichiran/kikikanribu/bosai_genshiryokuka/2/11/6146.html
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